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天理と戦争 「ツ・セ・ウ」の連打

九州第五航空艦隊所属・偵察機が天理に

【訂正版】

東川敬宣

◎「ツ・セ・ウ」とは？

「我、追跡ヲ受ク。」（現在、我が機は、敵機の追跡を受けている。）

という意味の無線通信を偵察任務に出た機上の通信員は、繰り返し

打電。しかし、今しがた航空機を送り出した天理・大和基地の誰もが、

何のなす術も持たなかった。

この無電通信を打ったのは、左の写

真の人物、林尹夫（はやしただお）。京

都帝国大学文学部で学業に励んでい

たが、「学徒出陣」のため兵役免除が

取り消され、海軍に入隊。一式陸上攻

撃機の通信員として天理の地を飛び立

ったのが、彼の最期となった。写真は

「戦没学徒 林尹夫日記 わがいの

ち月明に燃ゆ」（三人社）より。

１９４５年７月２８日、夜間索敵のた

め大和基地・南北の滑走路を北西方

向に離陸。京都府の上空で大きく西に

進路を変え、大阪府の上空を横切って

紀伊水道、さらに太平洋上へ。
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「7月27日午後10時、林の乗機に緊急出動命令。米国機動部隊

が四国沖に接近との情報による索敵行である。大和基地を発進したの

は少し遅れてもう28日午前0時をまわっていた。・・・・・四国沖に転針

し、午前2時すぎ室戸岬南方260キロの地点で「ツ・セ・ウ 敵戦闘機

ノ追跡ヲ受ク」の無電を連送して消息を絶った。終戦を18日後にひか

え23歳の俊才は炎とともに消えた。」光人社 「ひよっこ特攻」永澤道

雄著には、以上のように当時の様子が書かれている。

当時、終戦の条件に少しでも良い材料にと、アメリカの空母機動部

隊をたたこうとしていた海軍は、同年３月１８日～２０日の九州沖（四

国沖）航空戦でアメリカの航空母艦を大破させたように、もう一度「２

匹目のドジョウ」となる戦果を求めて、敵機動部隊の居場所を探し求

めていたのです。

１９４４年末までに海軍は艦艇だけでなく、燃料も枯渇。本来、敵

艦艇を待ち伏せて攻撃するはずの潜水艦の航行も不可能になってい

ました。そのため、元々潜水艦を沈めるためのアメリカ駆逐艦の役割は

無くなり、当時開発された対空レーダーを積み込み、太平洋上で日本

軍機（特攻機）がどこから接近してくるかをいち早く感知し、艦載機を迎

撃に差し向けていました。

そのため、林尹夫（はやしただお）の偵察機が太平洋に出て間もな

く、夜間であるにもかかわらずアメリカ軍の知るところとなり、艦載機の追

尾を受け、乗員共ども太平洋の藻屑と消えたのでした。あと少しで日本

は無条件降伏を受け入れ、戦争が終わったというのに。天理が彼の終

焉の地となってしまったのです。１９２２～１９４５年の短い生涯でした。

生き伸びて学業を続けていれば、文学部史学科に所属する学生と

して将来を期待された人材であったのに。
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◎九州第五航空艦隊所属なのに、なぜ天理に？

林尹夫（はやしただお）の所属する８０１航空隊は、九州を守る第五

航空艦隊所属であるのに、なぜ天理の大和基地にいたのでしょう。当

時、大和基地に司令部を置いていたのは、本州・四国を守る第三航

空艦隊であったのに。

第五航空艦隊司令部は鹿児島県鹿屋に置かれていました。本来

８０１航空隊も鹿屋にあるべきです。しかし、１９４５年４月の沖縄戦を

前にして同年３月１８日から九州全域の航空基地は、アメリカ軍の激し

い爆撃にさらされました。宮崎にも、長崎県大村にも大分にも激しい空

襲があり、偵察機を安全に置いておく場所は九州のどこにもありません

でした。鹿屋の第五航空艦隊司令部は、現在「東洋のマチュ・ピチ
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ュ」と言われ山奥の代名詞にもなっている大分県宇佐の農家を借り上

げ、そこを第五航空艦隊司令部として使用するほどでした。

８０１航空隊は、偵察部隊として司令部を日本海側の鳥取県美保

基地に置き、一部の一式陸上攻撃機を第三航空艦隊司令部の置か

れていた大和基地に置いていたのです。太平洋の偵察任務に出ること

を考えた配置であったのでしょう。天理の写真はほとんど残っていないの

で次の写真は参考資料です。

一式陸上攻撃機

◎飛行兵の宿泊

「（大和基地の西に位置する）田原本

町に飛行兵が民泊していた。兵士は、

毎晩酒をのんで軍歌を歌っていた。

日の丸のはちまきを巻いて・・・・。飛行

機乗りの所には、当時手に入らなかっ

たチョコレートやキャラメルやら、甘いも

の・・・・何でもあった。」

当時、旧制郡山中学に通うために田原本町の親戚の家に下宿して

いたＫさん（旧都祁村）は、飛行兵のことを昨日のように語る。

１９４５年になると兵士たちは、大和基地東側の山麓にある兵舎では
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なく、周辺の学校・民家に宿泊するようになりました。南東から北西方

向に伸びる未舗装の滑走路をつかっていたゼロ戦部隊・戦闘３０８部

隊は、飛行場南東の隅にあった２基のコンクリート製掩体壕（天井はヒ

ノキ材）を使用していましたので、飛行場南東の桜井市立巻向小学校

の校舎を兵舎として使用。学校長が、学校が満杯であることを理由に

断るも、無理を通して教室を借用。子供たちは廊下に机を並べて学習

するありさま。また、今日では考えられないことであるが、「教頭の頭に止

まったハエをピシャリと叩いたことで、教室の借用が成功した。」と、得意

げに借用の経緯を本にしている始末。現在ではとても考えられないこと

である。

南北のコンクリート舗装された主になる滑走路の南西には、こちらに

も２基の掩体壕があった。１基は、老人施設建設のために取り壊された

が、（１９９５年天理市によって、ここに飛行場の説明板がとりつけられ

るが、２０１４年現在の天理市長によって撤去される。）もう１基の掩体

壕は、ため池の堤防に半分埋まりながら、現存している。
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このように、兵士たちが飛行機の作業に取りか

かりやすい場所に宿舎が求められた。左の掩体

壕の図は、天理市立南中学校生徒作品。真ん

中の斜線部分がため池の堰堤。向かって左の

部分は水の中に沈んだコンクリートを冬の水のな

い時期に生徒たちが池に入って測ったもの。右

端だけが地上に露出しいる。間口２８ｍ。一式

陸上攻撃機をすっぽり隠すだけの寸法である。こ

の掩体壕を林尹夫は使っていたのだろうか。また、飛行場南西に位置

する田原本町の民家に民泊していたのであろうか。戦闘３０８部隊兵

士と巻向小学校の若い先生たちの話は、本にして残されているが、８０

１部隊・林尹夫たちの話は残されていない。当時旧制中学に通ってい

たＫさんと同じ家にとまっていた航空兵の様子から彼の最期を推し量る

のみである。

飛行場北側、ため池の堰堤の上から滑走路のあった方角を望む。

深夜、日付が変わる頃、夜間索敵の任務を受けて、林尹夫は、天理

の地を北西方向に飛び立った。
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